
市民のうこさ
昭和63年 9月初日現在

人口 39，898人 (ム34)

男 19，061人(ム32)

女 20，837人(ム 2)

世帯数 12，885世帯 (ム 5)

面積 240.93平方キロメ トル
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か
と
づ
く
り

フヂ子さん(平野71歳)

「
頭
の
中
で
完
成
図
を
え
が
い
て
、

好
き
な
歌
を
口
ず
さ
み
な
が
ら
、
一
白

一
目
編
ん
で
い
く
の
が
、
楽
し
く
て
仕

方
あ
リ
ま
せ
ん
し
平
野
の
佐
々
木
フ
ヂ

子
さ
ん
は
、
ビ
ニ
ル
の
ひ
も
を
使
っ

た
か
ご
づ
く
り
を
中
心
に
、
様
々
な
手

工
芸
に
親
し
ん
で
い
ま
す
。

か
ご
づ
く
り
は
、
手
が
け
始
め
て
十

年
く
ら
い
に
な
る
そ
う
で
、
雨
で
農
作

業
を
休
む
時
や
、
夕
食
後
の
ひ
と
と
き

を
利
用
し
て
、
こ
つ
こ
つ
と
作
り
続
け

て
き
ま
し
た
。
簡
単
な
か
ご
で
半
日
く

ら
い
、
握
雑
な
も
の
に
な
る
と
五
日
程

度
の
日
数
を
要
す
る
そ
う
で
、
依
頼
が

あ
れ
ば
、
出
向
い
て
行
っ
て
作
リ
方
の

指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
の
お
う
盛
な
佐
々

木
さ
ん
は
、
こ
の
外
に
も
た
く
さ
ん
の

趣
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
「
毎
日
、
暇

さ
え
あ
れ
ば
伺
か
を
作
っ
て
い
ま
す
。

も
う
、
毎
日
が
楽
し
く
て
・
・
・
」
佐

々
木
さ
ん
は
、
満
面
の
笑
顔
で
そ
う
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

佐々木
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第
二

O
九
回
大
洲
市
議
会
定
例
会
は
、
九
月
十

六
日
か
ら
九
月
二
十
四
日
ま
で
九
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
、
昭
和
六
十
三
年
度
予
算
関
係
四

件
、
条
例
関
係
三
件
、
人
事
案
件
二
件
、
議
会
関

係
五
件
、
そ
の
他
三
件
の
計
十
七
件
が
提
案
さ
れ
、

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

落成記念事業費など計上

9月定例市議会

現
在
の
厳
し
い
地
方
財
政
の
環
境
下

で
、
よ
り
高
次
の
豊
か
で
活
力
の
あ
る

地
域
社
会
の
建
設
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
行
政
経
費
の
節
減
合
理
化
を
行
い

つ
つ
、
一
方
政
策
展
開
に
お
い
て
は
長

提
案
理
由
の
説
明

期
的
展
望
に
立
っ
て
、
一
一
層
大
胆
な
計

画
と
ち
密
な
実
行
が
必
要
で
す
。

こ
の
よ
う
な
姿
勢
の
も
と
、
当
初
予

算
か
ら
積
極
的
な
対
応
を
し
て
き
ま
し

た
が
、
今
回
の
補
正
に
よ
り
、
本
年
度

計
画
し
た
主
要
事
業
は
、
お
お
む
ね
す

べ
て
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
長
浜
町
と
共
同
処
理
す
る
こ

と
を
基
本
方
針
と
し
て
検
討
を
進
め
て

き
た
ご
み
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
計

画
通
り
八
多
浪
地
区
に
建
設
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
本
格
的
な
建
設
は
、

来
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

補
正
予
算
の
概
要

今
回
の
補
正
額

一
般
会
計
五
億
五
千
九
百
三
十
五

万
円

特
別
会
計
千
二
百
四
十
-
一
万
円

企
業
会
計
八
十
万
円

合

計

五

億

七

千

二

百

五

十

七

万
円

今
回
の
補
正
で
予
算
総
額
は
百
七
十

六
億
六
千
八
百
八
十
六
万
円
と
な
り
、

昨
年
同
期
に
比
べ
る
と
、
七
億
六
千
五
点

五
万
円
(
約
四
・
五
%
)
増
加
し
ま
し
た
。

一

般

会

計

今
回
の
補
正
で
一
般
会
計
の
予
算
総

額
は
百
二
億
二
千
八
百
四
十
八
万
円
と

な
り
、
昨
年
同
期
に
比
べ
て
、
二
億
十

万
円
(
約
二
%
)
増
加
し
ま
し
た
。

V
総
務
費
本
郷
集
会
所
建
設
事
業
(
木

造
平
一
家
建
百
八
平
方
灯
)
に
九
百
八
十

八
万
円

V
民
生
費
地
域
改
善
対
策
特
定
事
業

(
下
排
水
路
事
業
な
ど
)
に
四
千
七
百

四
万
円

V
衛
生
費
保
健
セ
ン
タ
ー
用
地
取
得

造
成
費
(
九
百
二
平
方
い
と
と
し
て
五
千

七
百
五
十
万
円

V
農
林
水
産
業
費
地
域
畜
産
総
合
対

策
事
業
に
二
一
百
七
万
円
、
大
洲
喜
多
国

営
総
合
農
地
開
発
推
進
協
議
会
負
担
金

追
加
(
完
工
祝
賀
会
負
担
金
)
と
し
で

百
四
十
一
万
円
、
森
林
地
域
活
性
化
緊

急
対
策
事
業
に
八
千
六
十

A

万
円

守
土
木
費
市
道
榎
峠
3
号
線
道
路
改

良
事
業
に
二
千
万
円
、
五
郎
駅
前
土
地

区
画
整
理
事
業
負
担
金
と
し
て
三
千
六

万
円
、
大
洲
停
車
場
南
線
整
備
事
業
費

追
加
と
し
て
二
千
八
百
万
円
、
家
族
旅

行
村
整
備
昭
和
六
十
四
年
度
事
業
実
施

設
計
委
託
料
に
七
百
万
円

V
教
育
費
文
部
省
指
定
格
技
(
剣
道
)

指
導
備
品
費
に
二
百
万
円
、
総
合
体
育

館
落
成
記
念
事
業
費
に
三
百
六
万
円

V
災
害
復
旧
費
現
年
補
助
公
共
土
木

施
設
災
害
復
旧
費
(
河
川
、
道
路
災
害

復
旧
事
業
)
に
三
千
四
百
二
十
五
万
円

人

事

案

件

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
に
つ
い
て
、
議
会
の
同
意
を
求

め
た
も
の
で
す
。

任
期
満
了
に
伴
い
退
任
し
た
大
槻
幹

雄
氏
(
七
二
に
か
わ
り
、
新
た
に
元
八

幡
浜
教
育
事
務
所
長
の
久
保
田
仁
郎
氏

(
六
ニ
リ
大
洲
市
喜
多
山
H
H
を
任
命
し
、

会
社
社
長
楠
崎
正
男
氏
(
五
八
)
H
H
大
洲

市
八
多
喜
町
H
を
再
任
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

任
期
満
了
及
び
定
数
一
名
増
員
に
伴

う
人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
に
先
立
ち
、

そ
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
意
見
を

求
め
た
も
の
で
す
。

候
補
者
(
敬
称
略
)

氏
名
森
本
幸
衛

住
所
大
洲
市
藤
縄
巾
二
一
八
九
番
地

生
年
月
日
昭
和
二
一
年
四
月
-
-
十
一
一
日

氏
名
山
根
義
徳

住
所
大
洲
市
市
木
九
五
-
番
地
内
一
一

生
年
月
日
昭
和
一
二
年
十
月
-
一
十

A

臼

η
〆』

関

常
任
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
(
敬
祢
略
)

。
委
員
長

O
副
委
員
長

総
務
商
工
委
員

。
久
保
幸
信
久
保
勝
二
宮
義
邦

。
宇
都
宮
敏
伯
竹
田
豊
記
橋
本
猶
範

小
泉
拡
文
上
回
安
範

建
設
農
林
委
員

。
吉
岡
昇
平

O
大
森
隆
雄

議

A
Z
 

黒
田
一
郎



おおず

竹
田
伝

西
国
善
生
押
田
貞
義

亀
岡
利
彦
金
野
福
夫

厚
生
文
教
委
員

。
久
保
幸
一

O
谷
岡
重
夫

木
元
秋
輝

広報

尾
崎
寿
喜
男
大
野
新
策
往
田
千
鶴
亀

稲
葉
克
明
米
沢
忠
重

農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

久
保
勝
(
四
五
)

H

H

大
洲
市
長
谷

l

肱
川
流
域
開
発
調
査
特
別
委
員
の
補
欠

選
任
に
つ
い
て

小
泉
紘
文
(
四
七
)
H
大
洲
市
八
多
喜
H

昭
和
六
十
三
年
度
米
穀
政
策
・
価
格
等

に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

オ
レ
ン
ジ
等
・
牛
肉
の
輸
入
自
由
化
に

伴
う
圏
内
措
置
に
関
す
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て

条

係

例

関

大
洲
市
総
合
体
育
館
条
例

大
洲
市
総
合
体
育
館
の
設
置
及
び
管

理
に
つ
い
て
、
必
要
な
事
項
を
定
め
た

も
の
で
す
。

教
育
長
に

久
保
田
仁
郎
氏

前
教
育
長
の
大
槻
幹
雄
氏
が
、
任
期

満
了
に
よ
り
、
十
月
二
日
を
も
っ
て
退

任
さ
れ
る
の
に
伴
い
、
市
議
会
の
同
意

を
得
て
、
後
任
の
教
育
委
員
に
久
保
田

仁
郎
氏
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

市
教
育
委
員
会
で
は
、
臨
時
委
員
会

を
聞
き
、
後
任
の
教
育
長
の
互
選
を
行

っ
た
結
果
、
全
員
一
致
で
教
育
長
に
久

保
田
仁
郎
氏
を
選
出
。
十
月
三
日
付
で

県
教
育
委
員
会
の
承
認
を
得
て
就
任
さ

れ
ま
し
た
。

A
V
久
保
田

仁
郎
氏
の
略
歴
.

f主

戸斤

大
洲
市
喜
多
山
乙
四

O
一

番
地

昭
和
二
年
二
月
十
四
日

愛
媛
師
範
学
校
(
本
科
)

卒
業

内
子
町
立
内
子
小
学
校
教

諭

昭和63年11月1日

生
年
月
日

昭
和
辺
年

同

年

昭
和
白
年

刀
口
同
判
只
V

戸「

日マオ
a
に
し

f

平
野
中
学
校
長

八
幡
浜
教
育
事
務
所
長
に

就
任

退
職

刀
コ
円
U
つ
山
戸
ド

江
川
干
干

6
2
i

ご
あ
い
さ
つ

教
育
長

久
保
田
仁
郎

十
月
三
日
付
を
も
っ
て
教
育
長
を
拝

命
い
た
し
ま
し
た
。

御
承
知
の
通
り
、
わ
が
国
の
教
育
は

臨
時
教
育
審
議
会
の
答
申
に
基
づ
き
、

教
育
改
革
と
い
う
か
つ
て
な
い
大
事
業

を
遂
行
中
の
さ
中
で
あ
り
、
そ
の
責
務

大
洲
市
特
別
会
計
条
例
の
一
部
改
正

大
洲
市
公
共
下
水
道
事
業
を
実
施
す

る
た
め
に
、
ご
の
条
例
の
一
部
を
改
正

し
た
も
の
で
す
。

大
洲
市
住
宅
新
築
資
金
等
賞
付
条
例
の

一
部
改
正

そ

σコ
他

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

字
の
廃
止
に
つ
い
て

八
多
喜
地
区
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

本
市
教
育
行
政
発
展
の
た
め
最
善
を
尽

く
し
て
努
力
を
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
御
指
導
御

鞭
捷
を
賜
り
ま
す
よ
う
ム
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
で
、

A
7
の
教
育
は
、
急
速
な
社
会

の
進
展
に
伴
っ
て
、
学
校
教
育
も
社
会

教
育
も
大
き
な
ひ
ず
み
を
生
じ
、
数
多

く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
が
、
幸

い
大
洲
市
の
教
育
的
土
壌
は
す
ば
ら
し

く
恵
ま
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
中
江

藤
樹
先
生
を
始
め
と
し
て
、
多
く
の
先

哲
偉
人
を
輩
出
し
た
こ
の
土
壌
を
充
分

に
活
用
し
、
さ
ら
に
A
7

一
度
教
育
の
原

点
を
見
直
し
、
人
と
し
て
の
基
礎
基
本

を
身
に
つ
け
た
「
心
の
教
育
」
を
図
る

こ
と
が
急
務
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

郷
土
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
、
確
か

な
学
力
と
体
力
を
備
え
、
豊
か
な
人
間

性
を
身
に
つ
け
た
よ
り
よ
い
入
、
つ
く
り

の
た
め
に
努
力
い
た
し
ま
す
。

農
地
の
無
断
転
用
を

な
く
し
ま
し
ょ
う
/

-
農
地
を
農
地
以
外
(
住
宅
、
駐
車

場
、
資
材
置
場
、
山
林
な
ど
)
の
も
の

に
使
用
す
る
場
合
は
、
農
地
転
用
の

許
可
が
必
要
で
す
。

-
無
断
転
用
は
、
本
人
に
と
っ
て
不

利
益
な
処
分
を
受
け
る
こ
と
に
な
る

ば
か
り
で
な
く
、
ま
わ
り
の
人
に
も

迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

転
用
を
す
る
時
は
、
農
業
委
員
会

に
ご
相
談
下
さ
い
。

大
洲
市
農
業
委
員
会

⑪
2
1
1
1
 

も府
み

とさF

案。。
内

(J) 

今
年
も
、
新
谷
の
稲
荷
山
公
園
を

中
心
に

H

も
み
じ
ま
つ
り
u

が
開
催

さ
れ
ま
す
。
秋
を
彩
る
も
み
じ
を
心

ゆ
く
ま
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

A

守
主
な
行
事
予
定

a'

H
月
1
日

開

幕

式

日
月
刊

1
日
日
趣
味
の
展
示
会

(
農
村
改
善
セ
ン
タ
ー
)

日
月
日
日
観
葉
会

t

1

9

、、
b
m
U
「
日
月
却
日
民
謡
・
の
ど
白

い
か
川
げ
成
稲
川
V
?

慢
大
会

4
4
j
f
L一再

九

f
点、↑

3 

規
定
に
よ
り
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日

ま
で
に
意
見
書
の
提
出
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

大
洲
都
市
計
画
下
水
道

変
更
案
の
縦
覧
を
開
始

大
洲
市
で
は
、
本
年
七
月
、
市
内

各
所
で
大
洲
市
公
共
下
水
道
整
備
計

画
に
伴
う
地
元
説
明
会
を
開
催
し
、

説
明
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
、

都
市
計
画
法
第
二
十
一
条
第
二
項
の

規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十

七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
下

記
の
と
お
り
変
更
案
の
縦
覧
を
行
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。

な
お
、
同
法
第
十
七
条
第
二
項
の

O
縦
覧
場
所

。
縦
覧
期
間

市
役
所
都
市
整
備
課

十
月
二
十
五
日

1

十
一
月
八
日

詳
し
く
は
、
市
都
市
整
備
課
ま
で

E
@
2
1
1
1
 

内
線
3
6
4
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職員の給与を公表

大 洲 市

(1 ) 人件費の状況(普通会計決算)

住民基本合経 〈参考)
底分

人口 (&3.3 .31) 
歳出額 A 質坂支 人件費 B 入件費率芸

喜ij竿度人件費率

62年度 39，716人 108億1，500万円 4i意6，927万円 25億3，692万円 23.5% 21.6% 

(注)人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

(2) 職員給与費の状況(普通会計予算)

職員数 絵 与 費 1人当たり

区 分
給与費B.

A tイi込t口 料 職員手当 期末・勤勉手当 言十 B A 

63年度 403人 11億2，832万円 I億3，216万円 4億7，144万円 17億3，192万円 430万円

(注) 1.職員手当には、退職手当を含みません。

2 給与費はヲ月補正後の予算に計上された額です。

(3) 職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況 (63年 4月 1日現在)

一 車交 1T 政 職 投 能 λf主3ム 務 職

区 /ノ1-

平均給料汚額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

大洲市 239，530円 275，465円 39.11歳 193，953円 203，888円 42.4歳

国 240，510円 39.5最 220，720円 47.7歳

(4) 職員の初任給の状況 (63年 4月 1日現在)
(5) 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

大洲市、国ともに間ピ
区 分

初 f壬給 採用 2年後

大学卒 117，900円 130，100円
一般行政職

高校卒 99，500円 105，900円

(注)初任給は、試験の結果に基づいて採用された場合の紛ですべ

- 4 

E 分
経験王手数 経験年数 経験年数

7年 15年 19王手

一般 大学卒 164，040円 239，400円 278，667円

行政職 品校卒 130，100円 192，840円 236，350円

技能 I毘校卒

労務職 中学卒 143，900円 183，450円

(ィ玉)経験年数とは、字業後i白:ちに採用され引き続き勤務している場合

は、採用後の4'tkですc
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(6) 一般行政職の級別職員数の状況

9級 1級
IX 1級 2級 3級 4級 5級 §級 7級 8級 号奇>& 言十

部長 5人¥ 主事補15人
1.6% ~ / 4.7% 標準的な職務内容 主補事 主下級事 上主級事 主査 係長

専門
補課佐長 課長 部長

員

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

職 員 数 15 54 37 83 46 29 28 22 51 319 

9ゐ % 9ゐ % % % % % % % 

構 成 上ヒ 4.7 16.9 11.6 26.0 14.4 9.1 8.8 6.9 l.6 100 

% 。ん % % 。ん % % % ラ6 % 

参 l年成前の
構比

4.3 19.3 7.5 27.3 15.5 9.0 8.4 7.1 l.6 100 

% 。ん % 。ん % 。ん % % 

考
5年成前の
構 上七

2.3 24.8 7.9 4l.2 15.2 7.3 l.3 100 

H丑
主査 83人
26.0% 

(ィ主) 1 大洲市の給う条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
2 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

(7) 昇給期間短縮の状況

!R 分 l口b、
内

一殺行政機 技能労務革連

職員数 A 523人 316人 66人

普通昇給期間(l2~24

(8) 職員手当の状況
61年度 月)を短縮して昇給し 4人 3人 1人

た職員数 B 

区分 大洲市 国
比率 B/A 0.8% 0.9% 1.5% 

職員数 A 536入 322人 63人

期末手当 勤勉子当 大 普通昇給期間 (12~24

期末手当 6月期 1.4月分 0.5月分
洲市 62年度 月)を短縮して昇給し 12人 10人 0人

勤 勉手当
12月期 l.9月分 0.6月分 国

3月期 0.5月分
と
医司

計 3.8月分 1.1月分 ) 

支給率 自己都合 勧奨・定年

勤続 20年 21.0月分 28.875月分

勤続 25年 33.75月分 44.55月分布市

勤続 35年 47.5月分 62.7月分

最高限度額 60.0月分 62.7月分 国
と

退職手当 その他の加算措置定年前早期退職特別措置型
〉

(2 %~20%加算)

( 63年3月31

日現在) 退 職時 勧奨退職
退職時

特別昇給 2号給 1号俸
l人当たり自己都合勧奨 特別昇給

平均支給額 186万円2，471万円

(ィ主)退職手当の一人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係

る職員の千均額です

E豆 内

た職員数 B 

比率 B/A 2.2% 3，1% 。%

IZ 分 Y三¥二 験 宅重

職員全体に占める子
45.0% 

当支給職員の割合

特殊勤務

支給対象職員 1人当
299，788円

たり平均支給年額

手 当 手当の種類(子当数) 25 

(62年度) 支給額の多い
研究手当(医療)、精薄者

代表的 手当
(児)施設勤務手当、老人ホ

ム勤務手当、税務職手当
な手当

の名称 多くの職員に 出納員手当、現場監智子当

支給されてい 税務職手当、精薄者(児)施

る手当
設務勤手務当手当、老人ホ ム勤

持/dヤ、a 弱())斜度との異同 国の語lJ獲!と異なる内容

扶養手当
配偶者15，000円、扶養親族 2人目まで4，500円、そのf也1、000円、配偶者のな

IPJ 
し3職員の扶養親族 1人目10，000円

住居 子 当
借家居住者 家賃と 11、000円の差額が 9，5001[Jに遣するまではその差額を支

伊j
給っ(支給限度額18，OOOIIJ) 持家居住者 1，000円(取得後 5年以内2、500円)

品 交通機関利用 運賃相当額
異

交通用具判明については国の定
通勤手当 通勤距離片道 2km以上 交通用具利用 運賃相当額の65% 額方式に対liE率方式を採用

時間外勤務手当

(9) 特別職の報酬などの状況 (63年 4月 1日現在)(9) 特別職の報酬などの状況 (63年 4月1日現在)
年度 支給総額 職員 1人当たり支給年額

区 分 給料、報酬などの月額 期末手当

市 長 768，000円 61年度 4，206万円 8万円

助 ィ支 587，000円
(62年度支給割合)

6月 1.4月分
収入役 509，000円

12月 l.9月分
3，714万円 6万9千円議 長 350，000円

3月 0.5月分
62年度

副議長 284，000円
五十 3.8月分

議 貝 259，000円

一 5
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湯
島
も
捕
。
て
滋
む
み

ω

大
洲
市
で
は
、
都
市
環
境
の
整
備
に

努
力
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
、
楽

し
い
遊
具
を
備
え
た
自
由
広
場
が
、
富

士
山
山
項
に
完
成
し
ま
し
た
。

富
士
山
公
園
は
、
昭
和
三
十
五
年
か

ら
整
備
が
進
め
ら
れ
、
つ
つ
じ
の
名
所

と
し
て
毎
年
多
く
の
人
々
に
利
用
さ
れ

親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
の
展

望
台
の
新
設
と
、
今
回
の
自
由
広
場
の

完
成
に
よ
り
、
家
族
連
れ
や
保
育
所
、

小
中
学
校
の
遠
足
の
場
と
し
て
も
、
最

自由広場
が完成

f富士山

。
ば
ω

/

適
の
環
境
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
自
由
広
場
は
、
冨
士
山
公
園
整

備
事
業
の
一
環
と
し
て
、
昭
和
六
十
一
、

六
十
三
年
度
に
建
設
省
の
補
助
を
受
け

実
施
し
た
も
の
で
す
。
広
さ
四
千
四
百

平
方
灯
で
、
乗
用
車
九
十
台
を
収
容
で

き
る
駐
車
場
も
整
備
し
て
あ
り
ま
す
。

広
場
内
に
設
置
さ
れ
た
遊
具
は
、
ロ
ー

ラ
ー
す
べ
り
台
二
基
(
長
さ
三
十
六
灯

と
十
八
日
)
、
シ
ー
ソ
ー
五
基
、
ス
プ
リ

ン
グ
遊
具
八
基
、
ダ
ブ
ル
す
べ
り
台
、

ザ
イ
ル
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、
ブ
ラ
ン
コ
、
の

ぼ
り
棒
、
グ
ロ
ー
ブ
ス
タ

i
、
鉄
棒
、

ス
カ
イ
ロ
l
プ
で
、
遊
具
の
ほ
か
に
、

あ
ず
ま
屋
や
ベ
ン
チ
、
水
の
み
な
ど
の

施
設
を
備
え
付
け
ま
し
た
。

今
後
は
、
管
理
棟
、
便
所
、
休
憩
所
、

園
路
な
ど
を
整
備
し
て
い
く
予
定
で
す
。

KKXXXKKXKXXKKKXKXKKX 

j願締麓親義2
KXXK;<i<KXXX?ピXKXXXXXXぷ
KX?<~X ì<.XXXX?吻宅XXXKXXXXX
X?正XXXXXXX、入自己XXKi<XKXXX
XXf<XX.X.XXX ì< X ì<κ?~XXXKXX 

港関鱒糟概寮;
XXXXXぷXXXXXXXXK?~XXKX
Xi<XXXXXXKXXi<XXKXXXi<i< 

55養鶏323食器開融括主主主
KKKXXi<XXXXi<KKXKXXXXX 

市
立
大
洲
病
院
で
は
、
地
域
医
療
の

中
核
病
院
と
し
て
、
六
月
一
日
か
ら
耳

鼻
咽
喉
科
を
再
開
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

伴
い
、
補
聴
器
特
性
試
験
装
置
な
ど
八

品
目
を
、
ま
た
、
医
療
需
要
の
高
度
化

多
様
化
に
対
応
す
る
た
め
、
超
音
波
砕

石
器
、
運
動
負
荷
心
電
図
検
査
機
品
な

ど
七
品
目
の
医
療
機
器
を
国
民
年
金
還

元
融
資
で
整
備
充
実
し
ま
し
た
。

6 ー

健康増進センターのご案内

-毎月10日は県民健康の日一

愛媛県健康増進センターで

は、健康度測定、栄養診断、

医学的検査などを実施し、一

人ひとりの健康度 に合った健

康づくり の お 手 伝いをしてい

ます。

年に 1度は、健康増進セン

ターなどで、自分の健康度の

チェックを行い、 自分の健康

は自分で守りましょう。

お問い合せは、もよりの保

健所または愛媛県健康増進セ

ンター(〒 790松山市末広町

1の 1 fi0899⑪ 8008)へ
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0
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ゆ
伊
ゆ
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の
ゆ
ゆ
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心
剛

…
青
年
海
外
協
力
隊
員
を
募
集
…

国
際
協
力
事
業
団
で
は
、
青
年
海
外

協
力
隊
員
の
昭
和
六
十
三
年
度
秋
募
集

を
下
記
の
要
領
で
行
い
ま
す
。
青
年
海

外
協
力
隊
員
は
、
現
地
の
人
々
と
同
じ

言
葉
を
話
し
、
同
ど
と
こ
ろ
に
住
み
、

同
じ
も
の
を
食
べ
、
自
ら
の
利
益
を
求

め
る
こ
と
な
く
、
ひ
た
す
ら
開
発
途
上

国
の
新
し
い
国
守
つ
く
り
に
協
力
し
て
い

ま
す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
下
記
要

領
に
従
っ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

(
募
集
要
領
)

O
資
格
原
則
と
し
て
、
満
二
十
歳
か

ら
満
三
十
五
歳
ま
で
の
日
本
国
籍
を

も
っ
青
年
男
女

O
願
書
の
請
求
及
び
提
出
先

愛
媛
県
商
工
労
働
部
観
光
国
際
課
国

際
交
流
係

(=lm松
山
市
一
番
町
四

の
四
の
二
・

E
0
8
9
9
⑪
2
1
1

1
内
線
3
2
1
4
)

O
願
書
締
切
日
昭
和
六
十
三
年
十
一

月
三
十
日
(
消
印
有
効
)

)

O

選
考
試
験

、y
h
x
E

第
一
次
選
考
一
筆
記
試
験
・
技
術
、

a
F
G翠
よ

j
B
1

作
文
、
英
語
昭
和
六
十
四
年
一
月

f

/

立
型
忌
れ
眠
時
付
回
八
日
(
日
)
、
各
都
道
府
県
で
実
施

/

U

G
河
町
当
川
圏
第
二
次
選
考
一
面
接
試
験
・
個
人
、

/
土
却
は
官

4

技
術
、
健
康
診
断
昭
和
六
十
四
年

国
立
大
洲
青
年
の
家
で
は
、
親
子
一
義
務
教
育
課
長
白
石
圭
二
)

緒
に
緑
ゆ
た
か
な
自
然
の
中
で
寝
食
を

O
経
費
親
一
二
千
五
百
六
十
円

共
に
し
な
が
ら
研
修
し
、
親
子
の
心
情
子
一
二
千
五
百
二
十
円
(
い
ず
れ

を
更
に
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
山
親
と
も
写
真
代
を
含
む
)

子
の
つ
ど
い
4

を
企
画
し
ま
し
た
。

O
携
行
品
運
動
靴
・
体
育
館
、
ン
ュ

i

左
記
の
要
領
で
行
な
い
ま
す
の
で
、
ズ
・
運
動
着
・
健
康
保
険
証
・
水
筒
・

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
洗
面
用
具
・
細
い
絵
筆
・
学
校
用
名

札
な
ど

※
な
わ
、
参
加
人
員
に
制
限
(
先
着
二

百
人
)
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。申

し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
、

国
立
青
年
の
家
事
業
課
(
宮
⑪
5
1
7

5
)
ま
で
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親子で楽しい

@親と子のつどい@

国立大洲青年の家

O
期
日
十
一
月
五
日

1
六
日

O
場
所
国
立
大
洲
青
年
の
家

O
対
象
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

O
主
な
研
修
内
容
ク
ラ
フ
ト
陶
芸

(
素
焼
き
の
皿
の
絵
付
け
)
・
講
話

「
親
と
子
L

(

愛
媛
県
教
育
委
員
会

一
一
月
十
一
日

1
十
八
日
の
一
目
、
東

京
で
実
施

。
派
遣
団
本
人
の
希
望
は
尊
重
し
ま

す
が
、
受
入
先
の
職
務
・
生
活
環
境

へ
の
適
性
及
び
、
持
っ
て
い
る
技
術

と
求
め
ら
れ
て
い
る
技
術
の
幅
・
内

容
な
ど
を
優
先

O
派
遣
期
間
原
則
と
し
て
二
年
間
、

条
件
が
整
え
ば
延
長
も
可

※
な
わ
、
愛
媛
県
で
の
募
集
説
明
会
の

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

開

催

日

開

催

場

所

日
月
刊
日
一
南
海
放
送
本
町
会
館

日
月
出
日
)
(
松
山
市
本
町
一
丁
目
)

日
月
目
日
新
居
浜
市
民
福
祉
会
館

新
居
浜
市
繁
本
町
)

い
ず
れ
の
日
も
十
八
時
1
二
十
一
時

の
時
間
帯
で
行
い
ま
す
。

環境衛生金融公庫

からのおしらせ
11月9日は換気の日

dd¥多気， (， ¥l.l匂..... ・h 環境衛生金融公庫では、厚生大

臣 か ら 振 興 計 画 の 認 定 を 受 け た 環

境 衛 生 同 業 組 合 員 の 皆 さ ん に 、 営

業の振興や経営の合理化に必要な

資金を融資しています。

0設備資金融資限度額7000万円

以内、利率年4.8%-5.7%、 期

間 15年以内

o運転資金融資限度額3500万円

以内、利率年5.7%、期間 5年以

内

詳しくは、環境衛生金融公庫業

務部(宮03~582~5416) または愛

媛県環境衛生同業組合、環境衛生

営業指導センターまで

換
気
不
十
分
の
ま
ま
、
室
内
燃
焼

器
具
を
長
時
間
使
用
す
る
こ
と
に
よ

る
死
亡
事
故
の
発
生
な
ど
の
事
例
か

ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
換
気
は
、
私

た
ち
の
生
活
の
中
で
大
変
重
要
な
課

題
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
換
気
と
換
気
扇
の

正
し
い
使
い
方
に
つ
い
て
知
識
を
深

め
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

7 

ま
ご
こ
ろ
の

お
く
り
も
の

金
一
封
(
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
l
収
益

金
)
中
村
株
式
会
社
フ
ジ
大
洲
庖

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
菅
団
地
区
社
協
と
市
社
協

へ

)

菅

田

町

二

宮

次

夫

金
一
封
(
菅
田
地
区
社
協
と
市
社
協

へ

)

菅

田

町

池

田

至

子

(
物
品
の
口
座
)

清
涼
飲
料
水
十
二
本
人
三
十
一

ケ
l
ス
(
市
内
福
祉
施
設
六
ヶ
所
へ
)

西
大
洲
四
国
コ
カ
・
コ

l
ラ
ボ
ト

リ
ン
グ
(
株
)
大
洲
営
業
所

沼
恒
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
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一掃しよう

一麻薬・覚せい剤禍

撲滅運動

麻薬・覚せい剤を麻
薬
・
覚
せ
い
剤
な
ど
の
乱
用
は
、

個
人
の
心
身
を
害
す
る
ば
か
り
で
な
く
、

凶
悪
な
犯
罪
を
引
き
起
す
な
ど
、
社
会

の
福
祉
に
計
り
知
れ
な
い
害
悪
を
及
ぼ

し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
覚
せ
い
剤
の
乱
用
は
、

近
年
、
都
市
部
か
ら
そ
の
周
辺
へ
広
が

る
と
と
も
に
、
家
庭
の
主
婦
な
ど
一
般

市
民
や
青
少
年
に
ま
で
浸
透
し
、
深
刻

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に

愛
媛
県
で
は
、
人
口
比
で
み
た
場
合
の

〈愛援県)

覚
せ
い
剤
事
犯
の
検
挙
者
数
が
、
こ
こ

二
年
連
続
全
国
第
二
位
を
記
録
す
る
な

ど
、
憂
慮
す
べ
き
現
状
で
す
。

そ
こ
で
、
愛
媛
県
で
は
、
昨
年
度
、

覚
せ
い
剤
な
ど
薬
物
乱
用
防
止
推
進
員

を
二
百
名
か
ら
四
百
名
に
増
員
し
、
地

域
で
の
啓
発
活
動
を
更
に
強
化
し
ま
し

た
。
ま
た
、
県
内
の
十
四
保
健
所
に
覚

せ
い
剤
な
ど
の
相
談
窓
口
を
開
設
し
、

県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
相
談
に
応
じ

た
り
、
提
言
を
受
け
る
な
ど
、
幅
広
く

事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
も
、
十
月
と
十
一
月
の
二

ヵ
月
聞
を
「
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
禍
撲
滅

運
動
し
と
定
め
て
事
業
を
進
め
て
い
ま

す
の
で
、
愛
媛
県
で
も
、
特
に
、
こ
の

期
間
に
薬
物
乱
用
の
根
絶
を
期
す
る
た

め
、
啓
発
活
動
を
強
化
推
進
し
て
い
ま

す。
薬
物
乱
用
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築

く
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

十
一
月
は

「
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間
」

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
旬
間

十
一
月
一
日

i
十
日

最
近
、
家
庭
主
婦
層
を
中
心
に
、
パ
だ
さ
い
。

ー
ト
で
働
く
人
が
多
く
な
っ
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者

に
つ
い
て
は
、
労
働
条
件
が
不
明
確
で

あ
っ
た
り
、
働
く
者
と
し
て
の
自
覚
が

必
ず
し
も
十
分
で
な
い
こ
と
な
ど
、
種

々
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
労
働
省
で

は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
旬
聞
を
設
け
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
労
働
条
件
の

改
善
、
雇
用
の
安
定
な
ど
を
は
か
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
句
問
中
(
十
一
月
一
日

1
十
日
)

愛
媛
婦
人
少
年
室
で
は
関
係
行
政
機
関

と
共
催
し
て
、
パ
ー
ト
問
題
特
別
相
談

コ
ー
ナ
ー
を
左
記
に
よ
り
開
設
し
、
パ

i
ト
で
働
い
て
い
る
人
・
働
き
た
い
人
・

パ
I
ト
を
雇
っ
て
い
る
人
の
ご
相
談
に

応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く

地
域
に
お
け
る
青
少
年
健
全

育
成
活
動
は
、
地
域
の
子
を
知

り
、
わ
が
子
同
様
に
見
守
る
こ

と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
ま
ず
、

あ
い
さ
つ
を
か
わ
し
、
愛
の
一

声
を
か
け
、
子
供
と
い
ろ
い
ろ

な
形
で
か
か
わ
り
を
深
め
る
こ

と
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

パ
ー
ト
問
題
特
別
相
談
コ
ー
ナ
ー

0
日
時

十
一
月
一
日
・
一
一
日

午
前
十
時

1
午
後
六
時

ス
ー
パ
ー
「
フ
ジ
松
山
庖
」

(
松
山
市
宮
西
一
丁
目
)

O
相
談
受
理
内
容

パ
ー
ト
に
関
す
る
賃
金
・
労
働
時
間
・

求
人
・
求
職
・
雇
用
保
険
・
社
会
保
険
・

悩
み
ご
と
・
そ
の
他

O
場
所

詳
し
く
は
、
愛
媛
婦
人
少
年
室
(
松

山
市
辻
町
二
の
三
十
六
告

0
8
9
9

@
6
7
7
1
)
ま
で

最
低
賃
金
改
定
の
お
し
ら
せ

愛
媛
労
働
基
準
局
で
は
、
県
内
で
働

く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
「

愛
媛
県
最
低
賃
金
」
を
決
定
し
、
十
月

一
日
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
決
定
に
よ
り
、
最
低
賃
金
額
は

一
日
三
千
四
百
八
十
三
円
(
賃
金
の
大

部
分
が
時
間
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い

る
者
に
つ
い
て
は
一
時
間
四
百
三
十
六

円
)
に
な
り
ま
し
た
。

8 -

医薬品は、人の健康の保持増進に

欠かせないものですが、その使用に

当たっ て 万 全 の 注 意を払つでもなお

副作用の発生を防止できない場合が

あります。

医薬品を適正に使用したにもかか

わらず、副作用による健康被害(入

院を必要とする程度の 疾 病 又 は 障 害 、

死亡)が発生した場合に、障害児養

育年金 、 遺 族 年 金 、遺族一時金、葬

祭料の 諸 給 付 を 行 い、これにより被

害者の救済を図ろうとするのが、こ

の救済制度です。

制度の仕組みを解説したパンフレ

ット及び請求用紙を無料でお送りし

ますので、下記までご連絡ください。

連絡先:〒170東京都豊島区東池袋

3σコ1σ)1 →ナンシャイン 60 ・ 26~皆

医薬品副作用被害救済-研究振興

基金総務部企画課相談係

fi03-988-2101 
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博物館だより

大渉'1'1の風景画展

四
国
を
山
に
固
ま
れ
た
大
洲
・
喜
多

地
方
。
そ
の
中
心
を
ゆ
っ
た
り
と
流
れ

る
肱
川
沿
い
に
広
が
る
優
美
な
風
景
は
、

多
く
の
画
人
の
絵
ご
こ
ろ
を
そ
そ
っ
た

に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

大
洲
市
立
博
物
館
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
大
洲
の
風
光
の
美
を
鑑
賞
し
て

い
た
だ
こ
う
と
、
十
二
月
三
日
ま
で
、

仁
八
洲
の
風
景
画
展
H

を
開
催
し
て
い

ま
す
。期

間
中
は
、
大
洲
市
出
身
の
画
家
中

野
和
高
の
「
大
洲
風
景
L

(

油
彩
)
、
芳

10 月 4 日 ~12月 3 日

おしらせ
11月に開催の“商工まつり"

が、都合により利5中止とな

ったのにイ半い、広幸反;fJ'あ、ず10

月号で募集しました“おまつ

り村への出/，1;"も見合わせる

こととなりました。

ご了承くださいますようむ

願いいたします。

(社団法人)・大計十|青年会議所

我
正
之
助
の
「
大
正
時
代
の
大
洲
風
景
」

(
油
彩
)
、
高
田
修
の
「
岩
査
風
景
L

(

油

彩
)
な
ど
の
外
に
、
現
在
東
京
で
活
躍

中
の
版
画
家
松
田
薫
の
「
志
保
町
の
壁
L

村
上
保
の
き
り
絵
「
ボ
ク
が
子
ど
も
だ

っ
た
頃
の
記
録

1
五
郎
駅

i
し
な
ど
計

三
十
一
点
の
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

ご
家
族
揃
っ
て
ぜ
ひ
一
度
ご
来
観
く

だ
さ
い
。

兜玉正信「雪の川舟」

9月末までの
大洲市内の交通事故

ヨ月末現在 昨年同期

件 委文 182 173 

負傷者 226 222 

死 者 2 1 

No.119 

田中秀頴「春~大別III!I野~_j

「
人
間
関
係
の
活
性
化
と

同
和
教
育
」

高
度
情
報
化
の
進
展
す
る
な
か
で
は

人
び
と
は
ど
の
様
な
生
き
方
を
す
る
の

で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
一
つ
に
は
、
人
と
人
の
ふ
れ
あ

い
が
少
な
く
な
り
、
連
帯
感
が
薄
れ
、

人
の
生
き
方
も
ま
ち
ま
ち
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。
そ
し
て
信
頼
感
が
な
く
な
り

偏
っ
た
も
の
の
見
方
や
考
え
方
が
生
ま

れ
や
す
い
と
い
う
事
で
す
。
今
一
つ
に
は

個
人
に
関
す
る
デ
l
タ
な
ど
が
特
定
の

目
的
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
利
用
さ
れ
る

傾
向
が
強
ま
る
中
で
、
知
ら
な
い
う
ち

に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
さ
れ
る
可
能

性
も
あ
る
わ
け
で
す
ゥ

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
生
活
が

豊
か
に
な
る
反
面
、
人
び
と
の
連
帯
感

は
J

層
薄
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
中
で

生
き
が
い
を
求
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
互

い
に
ち
ょ
っ
と
し
た
差
を
敏
感
に
意
識

す
る
生
き
方
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
差

を
求
め
違
い
を
強
調
す
る
こ
と
で
優
越

感
を
も
つ
よ
う
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す。
こ
う
し
た
中
で
は
、
ま
ず
身
近
な
人

間
関
係
を
活
性
化
す
る
必
要
が
あ
り
、

む
互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
、
溢
か
い
人
間
関
係

c

つ
く
り
の
場
を

創
造
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

ま
ず
家
庭
で
は
、
お
互
い
が
心
を
通

人
権
と
同
和
教
育

わ
す
場
寸
つ
く
り
の
工
夫
が
大
切
で
す
。

地
域
社
会
に
お
い
て
も
お
互
い
に
心
を

温
め
あ
い
、
生
活
の
拠
点
と
し
て
の
新
し

い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
だ
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
な
ど

の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
自
己
中
心
的

で
閉
鎖
的
に
な
り
が
ち
な
心
を
開
い
て

い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
職
場
で
も
、

働
く
仲
間
の
気
持
ち
を
つ
な
ぎ
あ
わ
せ

る
職
場
ず
つ
く
り
ゃ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
を
進
め
、
連
帯
感
を
川
復
さ
せ
る

人
間
関
係
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
が
肝
要
で
す
。
こ
う
し
た
人
間
関
係

活
性
化
へ
の
活
動
が
、
お
丘
い
の
人
権

を
尊
重
し
あ
い
、
他
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
を
侵
害
し
な
い
生
き
万
に
も
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

現
代
の
高
度
情
報
化
が
進
む
中
で
は
、

特
に
差
別
心
や
偏
見
を
呼
び
起
こ
し
か

ね
な
い
生
き
方
を
見
庄
し
、
心
と
心
存
一

つ
な
く
活
動
を
活
性
化
す
る
こ
と
を
背

で
考
え
実
行
し
で
い
く
こ
と
が
、
部
溶

差
別
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
無

く
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

地
区
懇
談
会
は
、
過
去
の
い
ま
わ
し

い
偏
見
を
排
除
す
る
と
と
も
に
、
お
江

い
の
連
帯
感
を
強
め
る
場
と
し
て
も
、

重
要
な
意
義
を
も
っ
で
い
ま
す
。

機
会
あ
る
こ
と
に
参
加
し
て
日
己
変

革
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

9 
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8白

奥

さ

ん

城
下
町
独
得
の
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
ね

No.88 

久
保
典
子
さ
ん
(
恋
木

-
U歳
)

訪

問

おおず

V
出
身
は
鳥
取
市
で
す
。

V
鳥
取
と
言
え
ば
、
砂
丘
が
有
名
で
す

け
ど
、
市
の
西
側
に
は
千
代
川
と
い
う

一
級
河
川
が
流
れ
て
い
て
、
上
流
で
は

大
洲
と
同
じ
よ
う
に
ア
ユ
も
と
れ
る
ん

で
す
よ
。

V
主
人
と
は
鳥
取
の
職
場
で
知
り
合
い
、

A

結
婚
後
、
金
沢
で
一
年
間
暮
ら
し
、
昨

年
の
四
月
に
大
洲
へ
や
っ
て
来
ま
し
た
。

広報

心
豊
か
な
地
域
。
つ
く
り
の
活
動
を
広

げ
る
た
め
に
、
老
人
福
祉
法
制
定
二
十

五
周
年
を
記
念
し
な
が
ら
、
ク
ラ
ブ
活

動
の
成
果
を
み
ん
な
の
社
会
参
加
に
役

立
て
よ
う
と
、
九
月
二
十
日
、
大
洲
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
(
河
野
茂
乗
会
長
)

の
主
催
で
、
大
洲
市
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
会
場
と
な
っ
た
大
洲
市
民

会
館
大
ホ

i
ル
に
、
ク
ラ
ブ
の
会
員
約

千
人
が
集
い
、
老
人
福
祉
功
労
者
や
優

良
老
人
ク
ラ
ブ
の
表
彰
の
後
、
記
念
講

演
や
意
見
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
た
人
は
次
の
と
お
り
で

す

。

(

敬

称

略

)

O
大
洲
市
長
表
彰

ー
老
人
福
祉
功
労
者

高
石
又
蔵
(
阿
蔵
)
都
築
重
之

(
中
村
)
大
川
教
子
(
平
野
)

上
野
徳
長
(
南
久
米
)
梶
畠
静
(
菅

田
)
矢
野
道
善
(
八
多
喜
)

V
鳥
取
は
、
平
野
が
広
が
り
山
が
そ
れ

程
迫
っ
て
い
な
い
の
で
、
初
め
て
大
洲

に
来
た
時
に
は
、
山
ま
た
山
で
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。

V
い
も
た
き
の
お
い
も
を
始
め
、
食
べ

物
は
お
い
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
魚
貝

類
が
少
な
い
の
が
少
し
寂
し
い
で
す
ね
o

v
我
が
家
は
高
い
所
に
あ
り
ま
す
か
ら
、

朝
霧
は
見
降
ろ
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。

鳥
取
で
は
見
る
ご
と
の
で
き
な
い
素
晴

ら
し
い
眺
め
で
す
。

V
自
然
環
境
は
最
高
で
す
け
ど
、
交
通

の
便
が
悪
い
所
や
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を

栗
田
清
美
(
上
須
戒
)

2
ね
た
き
り
老
人
優
良
介
護
者

村
井
真
一
(
若
宮
)
中
谷
ハ
ナ

コ
(
五
郎
)
前
田
テ
ツ
コ
(
平
野
)

宇
都
宮
小
夜
子
(
平
野
)
矢
野
タ

カ
子
(
菅
田
)
城
戸
ト
ヨ
コ
(
菅

田
)
橋
本
照
美
(
菅
田
)
石
山

重
忠
(
田
処
)
後
藤
ユ
キ
子
(
新

谷
)

3
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

肱
南
第
三
長
寿
会
(
代
表
・
大
内

次
郎
右
衛
門
)
北
只
、
水
寿
会
(
代

表
・
矢
畑
清
馬
)

O
愛
媛
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

1
老
人
福
祉
功
労
者

歌
原
栄
(
阿
蔵
)

2
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

肱
北
鶴
亀
会
(
代
表
・
武
田
清
繁
)

O
大
洲
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰

老
人
福
祉
功
労
者

西
村
侍
(
久
米
)
外
九
人

楽
し
む
と
い
う
点
で
は
、
少
し
不
満
を

感
じ
て
い
ま
す
。

V
大
洲
も
鳥
取
と
同
じ
城
下
町
だ
か
ら

で
し
ょ
う
か
、
あ
ち
ら
も
そ
う
だ
つ
た

ん
で
す
が
、
た
た
ず
ま
い
が
静
か
で
、

独
特
の
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
ま
す
ね
o

v
子
供
た
ち
(
慶
祐
く
ん
|
一
一
歳

i
、

美
恵
ち
ゃ
ん

l
七
ヵ
月
|
)
に
は
、
何

に
で
も
挑
戦
し
、
型
に
は
ま
ら
ず
、
自

分
の
思
う
と
お
り
の
生
き
方
を
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
刊
図
書
案
内

10 

い
ま
こ
そ
子
ど
も
に
読
書
の
喜
び
を

渋
谷
清
視
著

戦
乱
の
日
本
史
全
立
巻
第
一
法
規

植

村

直

己

岩

間

芳

樹

著

李
香
蘭
私
の
半
生
山
口
淑
子
著

四
国
の
自
然
と
光
の
詩
ぎ
ょ
う
せ
い

四

国

百

山

高

知

新

聞

社

崩
れ
出
し
た
ソ
連
帝
国
那
須
聖
著

財
テ
ク
の
必
須
知
識
小
林
一
平
著

待
っ
て
ま
し
た
定
年
加
藤
仁
著

ひ
と
り
暮
ら
し
の
老
い
じ
た
く

十
返
千
鶴
子
著

こ
ん
な
に
ヤ
セ
て
い
い
か
し
ら

川
津
祐
介
著

新
地
球
物
語

N
H
K
取
材
班

魚

味

旬

味

粟

屋

充

著

裕
さ
ん
、
抱
き
し
め
た
い

石
原
ま
き
子
著

週
末
田
舎
人
の
す
す
め
恋
沼
薫
著

日
本
語
の
意
味
英
語
の
意
味

小
島
義
郎
著

仮

釈

放

吉

村

昭

著

凍

れ

る

瞳

西

木

正

明

著

遠
い
海
か
ら
来
た
C
O
O景
山
民
夫
著

ダ
ブ
ル
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
森
培
子
著

小
説
不
動
産
業
界
新
井
忠
行
著

尋

ね

人

の

時

間

新

井

満

著

聞
か
ら
の
征
上
下
崖
銀
姫
申
相
玉
著

パ
ン
デ
ィ
ッ
ツ

E
・
レ
ナ
l
ド
著

変

装

p
・ム
l
ア
著

明
日
が
あ
る
な
ら
S
・
シ
ェ
ル
ダ
ン
作

図

書

館
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新成人啓発講座
9.10 
~9.11 

9.12 

フE--ヌL
で

長
生
き
し
て
く
だ
さ
い

九
月
十
日
・
十
一
日
の
二
日
に

わ
た
っ
て
、
愛
媛
県
選
挙
管
理
委

員
会
主
催
の
新
成
人
啓
発
講
座
が
、

国
立
大
洲
青
年
の
家
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
、
新
成
人
と
し
て

の
自
覚
と
社
会
人
と
し
て
の
教
養

を
身
に
つ
け
る
た
め
に
聞
か
れ
た

も
の
で
、
県
内
各
市
町
村
か
ら
、

十
八
歳
か
ら
二
十
歳
ま
で
の
青
年

百
三
十
五
人
が
参
加
。
二
日
に
わ

た
っ
て
、
社
会
参
加
の
あ
り
方
に

つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

2
晴

na 

お
い
し
い
お
い
も
は
い
か
が

敬
老
の
日
を
前
に
し
た
九
月
十
二
日
、
近
田

市
長
は
、
市
内
の
最
高
齢
者
・
有
友
ム
メ
カ
さ

ん
ら
の
自
宅
を
訪
ね
、
「
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
長

生
き
を
」
と
、
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
続

く
十
三
日
に
は
、
寸
と
み
す
寮
L

、
「
清
和
園
」
、

「
希
望
ヶ
丘
荘
L

の
三
施
設
を
訪
れ
、
入
所
者

一
人
ひ
と
り
に
お
菓
子
を
手
渡
し
な
が
ら
、
励

ま
し
の
言
葉
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

.".， 
メ

7 

歯
ズ

tr 
子l>1

大
洲
市
上
須
戒
の
松
久
保
団
地

で
、
九
月
二
十
九
日
観
光
い
も
園

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

い
も
園
は
、
松
久
保
野
菜
組
合

(
村
越
忠
雄
代
表
)
の
子
で
、
昭

和
五
十
七
年
か
ら
、
国
営
パ
イ
ロ

ッ
ト
の
造
成
地
四
十
ア
ー
ル
を
使

っ
て
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
も
、

一
区
画
(
四
1
五
平
方

μ)
を
千

円
で
開
放
し
て
お
り
、
堀
っ
た
い

も
は
自
由
に
持
ち
帰
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
蒸
し
イ
モ
の
サ
ー
ビ
ス

も
あ
り
、
味
は
上
々
の
よ
う
で
す
。

11 

ウ
く
ん
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た

9.2? 
晴

1演



昭和63年11月1日

乳

幼

児

健
康
診
断

実

施

日

該

当

者

日
月
1
日
(
火
)
昭
和
臼
年
6
月
生
※

日
月
8
日
(
火
)
昭
和
臼
年
3
月
生
※

日
月
刊
日
(
木
)
昭
和
白
年
4
月
生

日
月
日
日
(
火
)
昭
和
白
年
ロ
月
生
※

日
月
辺
日
(
火
)
昭
和
的
年
叩
月
生

※
は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時
1
日
時
却
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
品
母
子
健
康
手
帳

胃

が

ん

検

幸会
0"，" 

実

施

日

日
月
4
日
(
金

場

所

蔵
川
(
基
幹
集
落

セ
ン
タ
ー
)

新
谷
連
絡
所

新
谷
連
絡
所

日
月
7
日
(
月

日
月
8
日
(
火

広報

宮

@
3
?
4
?
5

日
月
9
日
(
水
)
新
谷
連
絡
所

日
月
日
日
(
金
)
大
川
連
絡
所

日
月
日
日
(
火
)
上
須
戒
連
絡
所

日
月
日
日
(
水
)
八
多
喜
連
絡
所

日
月
口
日
(
木
)
三
善
連
絡
所

日
月
白
日
(
火
)
南
久
米
連
絡
所

日
月
初
日
(
水
)
平
野
連
絡
所

受
付
時
間

8
時
1
日
時

検

診

料

9
0
0
円

対
象
者
叫
歳
以
上
の
方

肺

が

ん

検
三ふ
õ~ 

実
施
日
日
月
目
日
(
木
)

場

所

時

間

柳
沢
連
絡
所

9
時
却
分

1
日
時

八
多
喜
連
絡
所
日
時
1
1
時
加
分

菅

団

連

絡

所

日

時

1
日
時
加
分

検
診
料
検
疾
の
必
要
な
方
4
0
0
円

対
象
者

ω歳
以
上
の
方

健

康

本目

談

日

時

日

月

9
日
と
日
月
お
日

9
時
却
分

1
ロ
時
、
日
時

1
日
時

場
所

9
日
は
市
役
所
一
階
会
議
室

お
日
は
市
役
所
2
F
大
ホ
l
ル

11 
(月
7J，-23 
)日

宮

(
ω
4
5
5
1

三
瀬
内
科
(
八
多
喜
)

宮
(
⑬

0
0
0
3

加
戸
病
院
(
若
宮
)

宮
⑫
5
1
0
1

町
野
医
院
(
森
山
)

告の
0
0
0
2

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

日
月
3
日

(
木
)

日
月
6
日

(
日
)

日
月
日
日

(
日
)

日
月
初
日

(
日
)

ご
う
お
小
児
科
(
西
大
洲
)

宮
⑫
3
9
3
6

大
洲
中
央
病
院
(
東
大
洲
)

宮

(
ω
4
5
5
1

村
上
内
科
(
常
磐
町
)

宮
⑫
2
3
4
6

大
洲
中
央
病
院

E
@
4
5
5
1
 

久
保
医
院
(
新
谷
)

宮
⑫
0
1
5
8

大
洲
中
央
病
院

E
@
4
5
5
1
 

肱
川
医
院
(
菅
田
)

宮
(
匂

2
9
1
5

大
洲
中
央
病
院

日
月
幻
日

(
日
)献

血
の
お
知
ら
せ

次
の
よ
う
に
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日
日
月
4
日
(
金
)

場

所

時

間

市
立
大
洲
病
院

9
時
初
分

1
ロ
時

大

洲

市

役

所

日

時

i
H
時
回
分

大
洲
中
央
病
院
日
時

i
M
時
叩
分

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

実

施

日

日
月
日
日
(
水

口
月
初
日
(
水

内

容

成
人
歯
科
相
談

乳
幼
児
歯
科
相
談

相談ごと案内
いずれも無料で、す。気軽にご

利用ください。

砂交通事故相談

とき 11 月 8 日 10時~15時

11月21日

とこ ろ 市役所別館 3階会議室

惨人 権相 談

と き 11月21日 13日寺~16日寺

と ころ 社会福祉協議会事務局

砂法 律相 談

と き 11月 7日 13日寺~16日寺

とこ ろ 社会福祉協議会事務局

砂心 配ご と相 談

と き 11月 1目、 10日、 25日

13時一16時

ところ 社会福祉協議会事務局

砂家 庭児 童相 談

と き 毎日 の 執 務 時 間 中

と ころ 大洲市福祉 事 務 所

砂行 政相 談

と き 11月19日 9日寺一12日寺

ところ 市役 所 1階会議室

急ぐ時はE ⑬ 3794 (玉木)まで

砂社 会保 険相 談

とき 11 月 21 日 10時~16時

と ころ 大洲商工会議所

担 当松 山西 社会保険事務所

惨 医 師 ・ 栄 養 士 による健康相談

と き 11月24日 13日寺一15日寺

と ころ 大洲市保健センター

対 象 40歳以上の人

惨何でも相談

と き 毎 日 の 執務時間中

とこ ろ 大洲隣保館E⑫ 6100

大洲福祉会館E⑫ 0947

砂不動産無料相談

と き 11月15日 9 時~16日寺

と ころ 宅建 協 会 大 洲 支 部

フヂエ夕、、花庖 2階、常磐田J4

おおず

受
付
時
間
日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ

て
電
話
連
絡
を
わ
願
い
し
ま
す
。

宮
⑪
3
1
6
5

国民健康保険税4期

納期は11月30日です

今月の納税
日調

12 

直己

月日
H

秋
の
夕
日
に
、
照
る
山
も
み
じ

-
-
H
P
各
地
の
運
動
会
も
一
段

落
し
、
い
よ
い
よ
秋
も
深
ま
っ
て
き
ま

し
た
。春

は
桜
、
秋
は
も
み
じ
、
夏
の
暑
さ

に
冬
の
雪
景
色
。
大
洲
盆
地
も
、
四
季

折
々
の
い
ろ
い
ろ
な
横
顔
を
持
っ
て
い

ま
す
。
都
会
で
は
、
こ
う
い
っ
た
季
節

の
香
り
が
薄
ら
い
で
い
る
よ
う
で
す
が
、

我
々
の
心
に
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る

自
然
の
さ
さ
や
き
は
、
い
つ
ま
で
も
大

切
に
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

紅
に
燃
え
る
も
み
じ
に
固
ま
れ
て
、

深
ま
る
秋
の
つ
ぶ
や
き
に
そ
っ
と
耳
を

傾
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

(
た
)
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